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 19世紀ヴィクトリア時代の代表的作家ジョージ・エリ．オット（1819－1880）は，これから取り扱って

ゆきたいと思っている作品を書きあげるよりも以前に （1855） “Margaret Fuller and Mary

Wollstonecraft”と題するエッセイを書いている。このエッセイはアメリカの女流作家Margaret Fuller

のWoπ窺加‘ゐθ1V‘πθ‘θθπ‘んCθ麗碇y （1843）とそれよりもずっと以前に書かれた女性解放思想の古

典といわれるイギリスの女流作家Mary WollstonecraftのR‘8ん‘s o∫冊omθπ（1796）を比較し論じた

ものである。その中に，ジョージ・エリオット自身のその時代の女性問題にたいする考え方を窺い知る

ことができる。例えば，Margaret Fullerに次のような解釈を与えて，賛同を表している。

．．．；but a cal卑plea for the removal of u両ust laws and artifidal restrict孟ons， so

                                                  l
that the possibilities of her nature may have room for full development，．．．

そしてまた自分自身の意見として次のように述べている。

    On one side we hear that woman’s position can never be improved until women

  themselves are better；and on the other， that women can never become better until

  their positlon is improved  until the laws are made more just， and a wider f孟eld opened

  to fe血nine act孟vity．．．． But we want freendom and㎝iture for woman， because

  sublection and ignorance have debased her，ζnd with her， Man；for

           If she be small， slight－natured， miserable，

                         2
          How shall men grow？

 Viola MeyneHは、Ro珊orαの序で “It is clear that George Eliot’s ideal of a woman’s character

                       ヨ
was an innovation in her own day，”と述べているが，ジョージ・エリオットはあらゆる作品の中で

それを試みている。なにものにも束縛されない，自由な魂であろうとする女性の姿である。そこには自

分自身を確認してゆく過程が描かれ，自己に目覚めてゆく。しかし，女性が自ら自我を確立してゆく伝
                                              4
統はまだなく，自分と周囲とのそして自我と良心との相剋を生むことになる。

ヴィクトリア朝前半の中流階級の女性が，．．

どなかった。．．．

自らを．．．養うことのできる職業はほとん
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 女性に議論の余地なく適した，かつ無制限の社会的是認をかち得る唯一の職業，それは結婚
                                 5
であり，結婚生活の絆の中で行使される妻と母親という二重の役割であった。

 妻となり母となる以外に自己実現の方法のない時代，他によってしか自我の主張のできない時代に，

とりおけ家庭における母親役割の重要性が強調されだした19世紀において，女性の自己の意志を貫こう

とするヒロインたちの苦悩は測り知れない。結局主体的な自我の確立は不可能であって，妥協あるいは

挫折津ざるをえない。ジョージ・エリオットは「道徳的」とか「倫理的」とか「伝統的」な作家といわ

れる。

…  there must， one reflects， be somethi㎎more important to say about the moral

seriousness of George Eliot’s novels；otherwise she would hardly to be the great novelist

          6
0ne knows her to be．

  しかし，ヒロインたちの自我の確立，存在の実現を試みようとしたエリオットの真の意図からみる

ならぽ，いずれのヒロインも自我の放棄，すなわち死（7加，M沼。π‘んθFZos8のMaggie）であり，因

習的な周囲への妥協（ルf‘ddZemαrcんのDorothea）であり，自我の敗北（Dαπ‘εZ 1）εroπ面のGwendlen）

である。我々が跣θM‘ZZ Oη抗θFZZOSSやDαπ‘θZ Dθroπdαの結末に希望よりも暗いものを感じ．るの

は，そうしたことによるのではないだろうか。．M掘dZθπLαrcんの終りには明るさがみられるけれども，

少々の失望感を持つ。結局Dorotheaが求め続けたものは，こんなことだったのかという感想である。

しかし当時は「．．．シャーロット・ブロンテやジョージ・エリオットはお仕着せの女性縁に反面し

た。だが，当時彼女の階級の女面には，妻となる以外自己実現への途は開かれていなかった。ドロシア

はこうした通常の女のコースに満足できなかったものの，どうすべきかとなると階目分からなかった。
                                       7
結局，彼女もジェイン・エア同様，妻となり母となることに己の道を見出したのだった。」

 ジョージ・エリオットの生きたヴィクトリア時代，特にその前半をもう少し詳しくみていくことにす

る。 V‘C‘Or‘απIVOπLθη」ADOC召配ε漉α削14CCOμ漉0！WOπLθη’8石ひθSを読んでみると，その事情が

よく分る。18世紀から女子教育が盛んになり，女性の目を覚すことになった。また産業革命によって女

性の労働も苛酷な搾取を受けるようになったが，いずれにしても女性の社会性が認められるまでには至

らない。女子教育はあくまで妻として母としての役割のためのものであった。それでも教育は女性の自

我を目覚めさせ，自己の存在を求めて創作を促すことになった。恋愛・結婚・家庭での女性の自由は持

てるようになったとしても，社会人としての存在からはまだ程遠く，輩出した女流作家たちは，各々に

偽名を使ったり，男性名を装ったりしている。このような，女性たちの苦闘の時代を次ゐ文章はよく伝

えている。

 Thus women of that time， which be重ng urged to think themselves only relationally，

were also， by the very nature of the metamorphosing societies in which they lived， bei㎎

challenged to the creation of themselves as persons with separate and interesting

destinies． These two virtually antithetical impulses shaped the early years of the Victorian

  8
girl．
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。．．
Cmotherhood was celebrated with unpre㏄dented intensity in the 19th century．

．．．
Cin the Victorian era bureaucrats and polit丘dans fostered the idea of the personal

family and stressed the sociai responsibilities of the“Republ孟can Mother，”breeder of

citizens． The good mother， like the submissive and sexually pleasing wife， had her role

to play in this new ideology by seeing to it that the family rema孟ned strong and

inta（沈， a bastion against sodal upheaval as well as a pillar of the state． Infiuential

women writers， too， seeking a worthy role for women in a changing world， celebrated

        g
motherhood，。．．

H

 ここでは先ず，自伝的要素の強い，7勉ル∫弼0磁舵冊OSSの中にヴィクトリア時代の女性の姿そし

てヒロインMaggieの苦悩，成長，限界をみてゆきたい。それはまた，作家ジョージ・エリオット自身

の時代への挑戦であり，苦闘であり，限界を覚ることでもあった。

ジョージ・エリオットの小説に流れている「沈痛」なムードは，明るい晴れ間を見ない，はて

しなくつづく重い垂幕のような印象を与える。．．．ジ。一ジ・エリオットを読む私は，いつ

の間にか，重苦しい作老の筆致の背後に感じられる，彼女の実生活上の苦悩への共感にひたっ

てしまう。，．．

 「フロス河畔の水車場」は追憶の書であると言われているが，この追憶の書には，暗さ，陰

うつさが一杯にみなぎっている。開巻第一頁から，’第7巻の最終頁に至るまで，作者ジョー

ジ・エリオットの暗い心境，救いようのない悲しみを必死にこらえようと苦しむ作者の心境
  10

 これは藤田清治のこの作品への印象であるが，このような暗い雰囲気はいったいどこからくるのだろ

うか。川本静子はrイギリス教養小説の系譜』の中で，Maggieを「．．．彼女の生きた時代と場におい

て，マギーは終始“みにくい家鴨の子”であり，その内なるものと外なるものとの軋礫は，女であるが
                 ユユ
ためにさらに拍：車をかけられている。」と述べている。Maggieは生来自我が強く，「鋭い知的要求と豊
          ユ 
かな情感を具えた人間」である。彼女の生きたヴィクトリア時代そして彼女の属したSt． Ogg’sとい

う限られた地域，中流階級は，強い道徳観と因襲で固められたものであった。従って，Maggieの生き

る道には子供の時代からずっと，抑え難い自我の主張，個性や能力を発揮する方法がなく，なにかしよ

うとするといつも時代や因襲に従うべく抑えつけられ，出口を失ってゆく。そしてまわりからは手にお

えない子供，なにをしでかすかわからない危険な娘とされてしまう。

 Maggieの人生は子供時代から社会不適応の連続である。兄のTomはそれほど頭がよくなくて，勉

強は好きでないのに大金を掛けていい学校にやられるが，Magg ieは家で女の子のすべきことをやらさ

れる。

“Oh， mother，”said Maggie， in a vehemently cross tone，“I don’tωα鷹to do my
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patchwork．”

“It’s foolish work，”said Maggie， with a toss of her mane“tearing things to pieces to

              13
sew’em together again．．．．”

面白いことを言う娘だなどという考えは通らないのであって，Maggieが問題の娘にされていくのに役

立つだけであるb父親のMr． Tulhverは“a woman’s no business w孟’being clever；it’ll turn

trouble， I doubt。”（p．13）“lt’s a pity that what she’d been the lad．she’d ha’been match for the

lawyers， she would． It’s the wonderful thing．”（p．15）と言う。

 Maggieはいわゆる利発な，おてんぽ娘である。時代が時代であれぽ，社会にあって某かになれたで

あろう。悲しいかなヴィクトリア時代では，社会への道はまだ固く閉ざされていた。本好きは非難さ

れ，服をよく汚すと叱られ，髪をきれいにとかさないと餐められる。そして，その時代の典型的な娘で

                                     ユる
ある従妹の Lucy といつも比較されてしまう。長い髪が女の生命とされていた時代にあって，少女

Maggieは自分の髪を短く切ってしまう時，次のように考えている。

．．．but with a sense of clearness and freedom， as if she had emerged from a wood

 孟nto the open plain． （P．57）

短い髪の方がもつれたりしないで，活動的でさっぱりしていいなどという自然で自由な発想などとんで

もないことで，これは大失敗であった。皆んなから嘲笑をかうことになってしまう。ジプシーの群の所

へ行く一件も，囲りの人々からはただただとんでもない小台としてみられ，Magg ieの本当の気持を理

解してくれる者は誰もいない。「それは，内なる衝動と外なる事実との抗争矛盾の日々に他ならなかっ
  15
た。」

 この小説の中でわずかにMaggieの生きられる場所， Maggieが自分の存在を感じることができたの

は，Tomの学校を訪問して，そこにしばらく滞在できた時である。ユークリット幾何学やラテン語な

ど当時女性が学ぶことのなかった，あるいは学んではならなかった学科に接すことができたのである。

 Nevertheless， it was a very happy fortnight to Maggie， th量s visit to Tom． She was

allowed to be in the study while he had his lessons， and in her var童ous readings got

very deep into examples in the Latin grammar．．．．（p，139）

そしてまた，ここTomの学校では，この小説の中でMaggieの真の姿をある程度本当に理解してく

れるただ一人の人物といえる，Philipとの出会いがある。 PhilipはMaggieの目に，満たされない知

的欲求そして満たされない感受性（それは理解されたい気持）を見て取る。PhilipはMaggieの知的

欲求に応えてくれる。このPhilipとのしぼらくの交わりは， Maggieの短い生涯で最も幸せな一時期

であった。それは異性とか恋愛感情というよりも，初めて本当の理解者，自分のはけ口・生きることを

得た喜びであった。そしてこのようなMaggieの生き生きした姿はこの小説では二度と出てこない。こ

                     一9ユー
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の時の体験，実感が後のPhilipとの感情にそのま蕊受け継がれてゆく。それは，この時だけはMaggie

が迷うことのない，解き放たれた自分自身を持つことができたからである。

  Maggieは若くても人間としての分別があり，重要な場面でより冷静で公正な考えを示している。

Mr． WakemとMr． Tulliverの敵対関係とは別に，またPhilipの奇形に対する人々の偏見とは別に，

MaggieはPhihpの人間性の優れた点を認めることができる。それもいわゆる女性的な感傷や同情か

らではない。

  “Ithink Philip Waken seems a ni㏄boy， Tom，”she said， when they went out of the

study tqgether into the garden， to pass the interval befor dinner．“He couldn’t choose his

father， you know；and I’ve read of very bad men who had good sons， as well as good

parents who had bad children． And if Philip is good， I think we o㎎ht to be the more

sorry for him because h孟s father is not a good man． yo立Iike him， don’t you？”（p．165）

また父親がTomにMr． Wakemへの復讐を誓わせる場面でも，Maggieの正しさがみられる。

There was a dead sllence as Tom’s pen moved alo㎎the paper：Mrs． Tulliver looked

scared， and Maggie trembled like a leaf．

  “Now let me hear what you’ve wrote，”said Mr． Tulliver。 Tom read aloud， slowly．

  “Now wr孟te write as you’ll remember what Wakem’s done to your father， and you’ll

make him and his feel it， if ever the day comes． And sign your name Thomas

Tulliver．

  “Oh， no， father， dear father！”sa童d Maggie， almost choked with fear．‘‘You shouldn’t

make Tom write that．”

  “Be quiet， Maggie！”said Tom。“I shαZZ write it．”（P．249）

最後に父親がMr． Wakemに襲いかかった時，止めに入るのもMaggieである。その正しい人間である

Maggieが，信頼のおけない問題の人間にされるのは何故なのか。この時代に生れた有能な女性の悲し

さではないか。

    She thought it was part of the hardship of her life that there was Iaid upon her the

    burthen of larger wants than others seemed to feel  that she had to endure this wide

    hopeless yeaming for that someth量ng， whatever it was， that was greatest and best on

   this earth． She wished she could have been l量ke Bob， with his easily satisfied ignorance，

    or like Tom， who had something to do on wh孟ch he could fix h孟s mind with a steady

    purpose， and disregard． everything else． （P．269）

“Because you are a man， Tom， and have power， and can do somethi㎎in the world．”

“Then if you can do nothi㎎， submit to those that can．”（p．326）
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女である故に，Maggieのような人物の生きる場は，その時代にはなかったのである。

 MaggieとPhUip、 Stephenの関係についてはまた後に論ずるとして，ボートでの漂流の際にも，

Maggieは終局的には分別のある行動をとるが，世間からは本当のことは全々理解されない。わず

かにPhilipだけが， Maggieを理解してくれる。こうしたMaggieの本当の魂の理解者である

Philipの元へ行くことは，兄のTomとの訣別を意味し，そうすることはMaggieにはどうして

もできない。それでは過去に囚われて，義務に従って生きようと決意しても，自分で食だけは得て

ゆきたいとDr． Kennのところで働くことも，世の中傷に逃われて， St． Qgg’sには留れなくな

る。

 Philipからの手紙， Lucyの訪問，そしてStephenからの手紙とたて続けにあって， Stephen

の切々と訴える誘惑の手紙にも動じることなく，Maggieの心ははっきり決ってゆく。

 But soon other words rose that could f孟nd no utterance but in a sob：“Forgive me，

Stephen！It will pass away． You will come back to her．”

 She took up the letter， held it to the candle， and Iet it burn slowly on the hearth．

Tomorrow she would write to him the last word of parti㎎。

 1‘Iwill bear it， and bear it till death．，．．But how long it will be before death comes！

Iam so youhg， so hea孟thy． How shall I have patience and strength？Am i to Struggle

and fall and r6pent again？一has life other trials as hard for me still？”（p．485）

 Maggieがはっきりとした決意で，“With that cry of despair， Maggie fell on her knees against

the table， and buried her sorrow－stricken fa㏄．”（p．485）そして“Oh God， if my life is to be

lohg， let me live to bless and comfort．．；”（p．486）といった瞬間洪水が押し寄せてきて， Maggie

                                        エ 
を死なせてしまうということは，「彼らの世界に，マギーの住む場はなかったのである。」また「可酷

                   ユ 
な現実を死において逃避した受動的な女性」ならざるを得なかったのである。川本静子はMaggieは内

なる「自己」をすてようとし，内なるものの外への隷属であり，「自」の自殺行為であるといい，そうし

た決定は道徳的決定でMaggieの精神発達であるという。このMagg ieの倫理的存在としての自己確

立の背景には「過去」から「現在」への発展的連続において人間の実体を捉えようとした19世紀の人間
                                   18
観があり，Maggieの自己の確立はまさしく時代の産物であると解釈している。

 しかし，Maggieの短い生涯は時代への屈服・敗北であって，「自己確立」というには余りにもすべて

の自我を棄ててしまって，存在がなくなっている。時代の流れに飲み込まれて，沈んでしまい，Maggie

という女性の自我・個性は死んでしまったといいたい。この時代にはとうてい存在し続けることができ

なかったといいたし．・のである。

皿

 「みにくい家鴨の子」であれぽ，いっか成長して白鳥の仲間に入った時，美しく，誇り高くすいすい

と泳ぎまわれるであろう。Magg孟eはいわゆる御転婆で時代が時代であれぽ何物かになれたであろう。

頭がよく自我の強い女性として生れたMaggieは，いまだ女性の自我の確立・伝統のない時代にあっ
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て，学ぶことも社会で活躍することも，能力を発揮するあらゆる道が閉ざされた中で生きなけれぽなら

なかった。他によって，男性によって自分を映して生きてゆく道しかない。そこに，恋愛の過程にわず

かに女性の個性を出せる道があったが，Maggieの場合は，それも破滅へと導くものであった。

 PhilipとStephenの両者は，ある意味でMaggieの本性に各々に接近したのであった。この両者と

の関係では，ある面でのMaggieの自然な様がみられる。そこにはMaggieの抑え難い自我主張が現

われているQPhilipとStephenがMaggieの中に見たものあるいは二人の男性の中に映し出された

Maggieの姿は，肉体的（あるいは物質的）なものと精神的なものの二面性といえる。 Phヰ1ipは仇敵の

息子であり，Stephenは従妹の恋人であるという因果関係もあるが， Maggie自身の中では肉体と精神

の分裂を起すことになり，どうにもならない破目に陥らざるを得ない。

 肉体と精神の両面の存在である人間として，自分の存在を自分の中で創りあげてゆくだけの主体性は

まだ確立していない時代であり，ヴィクトリア時代はより宗教的，道徳的価値観に重点があったから，

Philipとの関係では，“I would dloose to marry him． I think it would be the best and highest

love for me．．．，”（p．413）“．．．to Philip－to her own better soul．”（p．416）であり，

Stephenとでは，“temptation”，“I wou孟d rather die than fall into that temptation．”（p．422）と

なっている。そしてジョージ・エリオットは女性の生き方の限界を認識して，Maggieのような女性は

消えざるを得ないことを早くから示唆している。

 Then－the pity of it， that a mind like hers should be withering in its very youth

Iike a you㎎forest tree， for want of the light and spa㏄it was formed to fiourish in！

（p，289－10）

また別に，Stephenとの関係において，次のようなMaggieの面を認めることができる。

…  一to tell Stephen that her whole heart was Philip’s． But her lips would not

utter that and she was silent．（p．422）

And when something like that fulness of existen㏄  love， wealth， ease， refinement， all

that her nature craved－was brought within her reach，…   （p．432）

Wαsthat existence whidl tempted her the full existence she dreamed？（p．432）

このような要素は，時代の制約があるにもかかわらず，自我を主張して生きようとする女性の姿とし

て，後のジョージ・エリオットの作品の中で繰り返し試みられている。例えば，M記dZθmαrcんの中の

DorotheaにそしてDαπ‘θZ Dθroπdαの中のGwendrenに，そうしたものを見てゆくことができる。

Notes

  1．％eWrε翻π8（ゾGeo㎎le E屍。ε（New York：AMS Press），泓sαγα昂（∫σπeoZZecεed．P¢ρers， XXE．

    p．325．

  2．Ib‘d．，p．332－3．
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